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    ２０１５－２０１６年度 ＲＩ会長 

   Ｋ．Ｒ．ラビンドラン 氏  

        

例会予定  ３月 ９日  ＩＭ振替（２月２０日） 

        ３月１６日 外部卓話              クラブ創立当初のバナーは、ロータリーのマークに 

                           「水」の字をあしらったものでしたが、創立１０周年 

         当時、バナーを変えたいという意見が出て、研究検 

ＶＯＬ．５３ Ｎｏ．２９（通算Ｎｏ．2470）          討の結果出来たものが現在のものです。 

         鬼怒川と小貝川にはさまれた水海道は、昔から水 

２０１６年 ３月 ２日（水） 例会プログラム     路を利用して、江戸に通じる要地として繁栄し、川と 

点 鐘         の関わり合いの深い所です。 

君が代・ロータリーソング                     鯰は「如拙」の「瓢箪鯰」にあるよう、また幸を招く 

ビジター紹介        魚として、川魚の代表的な魚です。この「鯰」と「川」 

出席報告              が当地の特色をもっとも的確に表すだろうと云う 

ＳＡＡ報告        ことで、東京女子美術学校講師であった増渕淳子 

諸報告              先生が両川の清流に黄金の鯰を配して図案化 

幹事報告              したものです。 

会長挨拶 

外部卓話  稲葉修一様 

 

                                      

２０１５－２０１６年度        会   長  海 老 原 良 夫     幹   事  松 崎 隆 詞 

創立 １９６３年９月２５日 

≪例会場・例会日≫    ≪事務所≫ 

〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 2790  〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 3386 

常陽銀行水海道支店内 3Ｆ         釜久ビル 3Ｆ 

毎週 水曜日 12：30～13：30 ☎0297-22-1251    ℡0297-30-0875  Fax0297-30-0876 

          E-mail mitsu-rc@lapis.plala.or.jp 

          URL http://www.mitsukaido-rc.jp/ 

mailto:mitsu-rc@lapis.plala.or.jp
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例会報告  ＶＯＬ．５３ Ｎｏ２８（Ｎｏ．2469）  ２月２４日（水）曇り （司会 廣井 信委員） 

 本例会での主な事項 

 ◎会長挨拶 ◎会員卓話  鯉沼敦規会員 

 

 

委 嘱 状  ２０１６－２０１７年度 

 
国際奉仕総括委員長   瀬戸隆海会員 

 

幹 事 報 告  松崎隆詞幹事 

週報受理クラブ 水戸ＲＣ、水戸西ＲＣ 

例会変更通知 なし 

 

会 長 挨 拶  海老原良夫会長   2016.2.24 「紛争の季節」 

私は昭和43年水海道一高卒業ですが在学中は柔道部に所属しておりました。

卒業時の柔道部の同窓生は 3 年間鍛えた体と気力を元手に数名は警視庁機動

隊や自衛隊に就職してゆきました。その柔道部の仲間と私は卒業後数年経つと

「紛争の季節」を生きることになるのを卒業式のその時点では知りませんでした。 

当時、全国の大学を中心とする学園紛争が燃え盛りました。全国の大学の約 8

割に当たる165校がストライキを含む紛争状態に入り、その4割以上の70校でバ

リケード封鎖が行われました。その背景には、世界の青年・学生等の運動の高まり

がありました。 

中国の文化大革命の若者のスローガン「造反有理」、旧チェコスロバキアの「プラハの春」、パリ・ソルボンヌ

大学の「五月革命」など世界各地で起きた大規模な学生運動でした。 

日本の学生が立ち上がったことには様々な要因がありましたが、私の柔道部の仲間は、警視庁機動隊員

として、その「紛争の季節」を一方の側の最前線に立ってその時代を生き抜きました。 

6 年前、私はその柔道部の仲間と還暦の祝宴で再会を果たしました。お互いに白髪、肥満の体形でかつ

ての面影は無くしていましたが、「紛争の季節」を生きた思い出話に花が咲きました。 

若い日、警視庁機動隊員として体を張ったひとりが述懐しました。 

『ゲバ棒を振い火炎瓶を投げつけてくる学生に対峙したオレは、今でも体が震えたあの瞬間を思い起こす。

オレはあの時、向かってくる学生への恐怖ではなく、激突を前に整列して直立不動で聞いた機動隊長の訓

示に感動し、感極まって体が武者震いしたのだ。隊列の先頭に立ってオレは突っ込んでいったよ』 

今、その時代の主役であった団塊の世代は、多くは企業戦士としての勤めを終えて、定年を迎えました。こ

れから長い余生をどう過ごすか、その日の還暦祝宴の話題の中心でした。 

ところで私たちの柔道部同期の最も輝かしい戦績は、茨城・千葉両県柔道大会準優勝でした。柔道の団

体戦は先鋒、次鋒、中堅、副将、大将の五人で戦います。私たちレギュラー五人は一番強い奴を中堅に据
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えて私は最後の大将というチーム編成でした。その大会の直前まで私たちは、下級生への暴行事件や部室

内での喫煙などが発覚し学校から部活動を謹慎させられておりました。謹慎明けの私たちにとって、その大

会はいつもと違う昂揚した精神力で勝ち上がり決勝戦で千葉の安房高校と激突しました。 

副将戦まで2対2の相星で縺れ込み最後の大将戦で雌雄を決することとなりました。決勝戦で畳の中央に

進み出た私は、審判の『始め』の合図で相手と組みあいました。 

組んだ瞬間、私は判りました。『オレより強い』と。 

 

会 員 卓 話  鯉沼敦規会員  企業の債権回収～民事訴訟手続きなど～ 

第１ はじめに～東京の勤務事務所での債権回収の経験から～ 

債権の未回収分が大きければ、これを補填することが困難なこともありうる。自

社の経営状態に影響することも。 

   もっとも、 

①債権回収を弁護士等に依頼するとコストが発生。 

②訴訟手続を利用した場合には時間がかかるため、他の債権者に後れをとったり、

債務者の資産状況が悪化することもある。 

   したがって、 

第一に、①債権回収コストを抑え、かつ、②迅速な債権回収方法（予防手段）が重要。 

  

第２ コストを抑えた迅速な債権回収方法 

 １ 担保の利用 

（１）抵当権 

   担保を設定するには契約書（抵当権設定契約書）作成が前提となる。 

（２）質権 

（３）人的担保～連帯保証～ 

（４）譲渡担保 

 ア 譲渡担保の概要 

   譲渡担保は、担保対象物（工業機械や債務者が有する債権等）の所有権を債権者に移転するという形

式を採るものの、債務者が債務不履行にならなければ、担保対象物を債務者が利用し続けることを可能

とする担保契約。 

 イ 集合債権譲渡担保 

   問屋  仲買  小売 

Ａ社 →Ｂ社 →Ｃ社 

 

   上記場合、Ａ社としては、Ｂ社が今後の事業の継続により取得するＣ社に対する売掛代金債権等を対象

として、譲渡担保を設定することができる。 

将来的にＢ社が取得する売掛代金債権も担保権の対象とすることが可能。 

 

   Ｂ社がＡ社に対する支払を怠った場合、Ａ社はＣ社から債権回収が可能。 

  

 ウ 集合動産譲渡担保 

   問屋  仲買  

Ａ社 →Ｂ社 

 

Ａ社は、Ｂ社の倉庫内に保管されている商品の在庫（Ａ社以外の在庫商品を含む）を対象として譲渡

担保を設定することが可能。 
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   Ｂ社倉庫内から在庫商品が搬出され、新たな商品が在庫としてＢ社倉庫に保管されることになれば、そ

の入庫された商品も、担保権の対象となる。 

 

   なお、Ａ社が売った在庫商品については、動産売買先取特権（当該在庫商品の競売を裁判所に申し立

てて債権回収する方法）もある。 

 

 ２ 相殺予約 

   債務者に信用不安（手形不渡り等）が生じた場合に、債権を相互に相殺することを予め合意しておくこ

と。 

 ３ 代物弁済 

   例えば、金銭の代わりに、債務者の所有不動産を引き渡してもらうこと。 

 

第３ 担保権行使等ができない場合の債権回収 

 １ 自社による債権回収手段 

（１）交渉・支払催促 

   粘り強く催促し続けることが肝要。 

   ただし、消滅時効に注意する。 

商事債権一般については原則     ５年 

医師の診療代金や請負工事の代金等  ３年 

宿泊料や飲食料等          １年 

なお、利息分のみの支払いを受けることでも、消滅時効を中断する効果がある。 

（２）内容証明郵便での支払督促 

 ２ 弁護士等による債権回収 

（１）内容証明郵便での支払督促 

（２）民事保全手続（民事訴訟：裁判をする前の手続） 

   債務者の債権（預金）や不動産を仮に差し押える手続。 

  （手続費用について） 

・不動産の仮差押え 

担保金（不動産固定資産税評価額の１０％から２０％）が必要。担保金は裁判で勝訴すれば全額返

還される。 

     

（３）民事訴訟手続 

   判決・和解により、債務者が金銭を支払う義務を負っていることを確定してらう手続きである。 

  （タイムスケジュール） 

   ①訴訟提起（訴状の提出） 

   ②口頭弁論期日～訴状提出から約１ヶ月半後～ 

     債務者の反論、債権者の再反論、証拠の提出。 

     口頭弁論期日を約１ヶ月ごとに繰り返す。 

正月・お盆・裁判官の人事異動時期（春）には、２ヶ月後になることもある。 

     このような口頭弁論期日を、債権の内容（金額等）に争いがあれば１年程度繰り返す。 

  ③判決・和解 

なお、債権の存在が明白であるような簡明な事案であっても、債務者の引き延ばしにあってしま

うと、判決まで半年程度かかることもある。 

（４）民事執行手続 

   債務者が判決内容に従って任意に支払いをしない場合、不動産の競売手続等の強制執行手続をとるこ
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ととなる。 

（手続費用について） 

・不動産競売の場合 

予納金５０万円から１００万円（競売不動産の競売開始価格を決定するための鑑定評価費用等）が

必要。債権者が支払った予納金について、当該不動産の売却代金から支払いを受けることとなる。 

なお、担保不動産の競売（抵当権の実行）でも同様の費用はかかる。 

第４ おわりに 

   コスト・迅速性の観点からすれば、民事保全・民事訴訟手続によるのではなく、担保権の実行手続が有

効となる。 

   したがって、特に継続的な取引の場合（取引金額が多額になる場合）には、取引開始にあたり、相手方

の会社の現況（取引先、所有不動産等）を確認し、担保にとれるものがないか調査しておくことが重要と

なる。 

以上 

 

出 席 報 告   荒井孝典委員長 

会員総数 出席者数 欠席者数 出席免除 メーク 出席率 

５４名 ３１名 ２３名 ０名 １２名 ７９．６３％ 

 

ニコニコボックス  倉持功典会員              入金計 ￥18,000     累計 ￥1,362,000  

皆様のお蔭様でＩＭが無事に終了することができました。クラブを代表して松崎幹事の発表は、とても立派で

した。   海老原会員 

ＩＭ御苦労様でした。ありがとうございました。  松崎会員 

ＩＭ御苦労様でした。鯉沼さん卓話楽しみです。  斎藤会員 

ＩＭでの松崎幹事の報告は立派でした。  青木（清）会員 

先日のＩＭ、皆様お疲れ様でした。あいにくの雨でしたが、無事に終了でき若手として安堵しております。鯉

沼さん、卓話宜しくお願い致します。  石井会員 

美味しいカレーごちそうさまでした。  田上会員 

昼メシはカレーに限りますね。  武藤会員 

本日卓話をさせて頂きます。宜しくお願い致します。  鯉沼会員 

先週欠席しました。ＩＭ御苦労様でした。  熊谷会員 

ＩＭ欠席しました。また本日早退致します。  島田会員 

例会欠席しました。  石塚（利）・雨谷  各会員 

例会欠席大変申し訳ありませんでした。   本橋会員 

 

会報委員会  二本松恭行委員長  亀崎徳彦副委員長  本橋美章委員 
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ロータリーで旅をする 

親愛なるロータリアンの皆さん、人生において、かけがえのない経験というのは、

瞬く間に駆け抜けて行ってしまうものです。それらは、数日、数時間、数分、ある

いは、まばたきをした瞬間に過ぎてしまうのです。それらは、私たちの記憶の中

で明るく照らし出される経験であり、何年たっても輝き続けます。それらは、見え

なかったことが突然見えてくる瞬間であり、わからなかったことが理解できるよう

になった瞬間であり、思いもしなかった絆を築いた瞬間なのです。 

 私にとって、今年度がまさにその時です。世界を回り、各国、各大陸を旅して

きました。今まで見たことのない土地を訪れ、故郷に戻ると、見慣れた地元をロ

ータリーというメガネを通して新たな角度から見ることができます。 

 ロータリーで旅行する時、私たちはいつもと違う視点や目的を持って出かけま

す。自分が自分より大きな何かの一部であることに気づきます。電車や飛行機に乗って出かける、あるいは、

夜明け前の暗いうちに家を後にし、見知らぬ土地を訪れたとしても、そこにいるのは赤の他人ではありません。

ロータリアンが出迎え、歓迎してくれます。そこには活動するべきことがあり、学ぶことがあり、教えることもある

かもしれません。 

 そして、絆が築かれ、友情が生まれ、生涯残る思い出となるのです。 

 今年度、私は旅をしてきました。そして、世界中のロータリアンに温かく迎えていただきました。今から数か

月後の 5月28日～6月 1日、皆さんにも私と同じ体験を味わっていただきたいと願っています。ソウルで開

かれる第107回国際ロータリー年次大会で、私に皆さんを歓迎させてください。 

 韓国には、「사람이 나면 서울로 보내라（生まれたらソウルへ）」ということわざがあります。ソウルは機会

あふれる街。伝統と先端技術が織り交ざり、ほかに類を見ない文化を誇ります。しかし私が国際大会への参

加を勧めるのは、開催地の素晴らしさだけではなく、そこでロータリアンの仲間たちとともに特別な経験ができ

るからです。  

 短い大会期間中に、私が経験したような、ロータリーの多様性、温かさ、大きな可能性を実感できると思いま

す。初対面でもまるで旧知の仲のようにあいさつを交わし、話す言葉が異なっても考えを分かち合えるでしょ

う。ロータリーの業績を知って驚き、さらなる活動意欲に駆られて会場を後にすることでしょう。 

 今年度が終わるまでに、私がしてきた経験をぜひ皆さんにも経験していただきたいと思います。家を離れ、

飛行機に乗り、広い心を持って新しい土地を訪ねると、そこではロータリーが歓迎してくれます。私と一緒に、

ロータリアンの仲間たちと一緒に、「韓国で世界とつながろう」。 

K. R. RAVINDRAN 

PRESIDENT, ROTARY INTERNATIONAL 

 

 


